











































































































































































































































動詞語根 “sidh－”（うまく行く）に語尾 －ta が付いて，“siddha－”（うまく





用いられる表現形式に “siddhir astu”がある。５４）同じ動詞語根 “sidh－”に抽象





































































































































































































































































































































































































































































































































































２３）空海，op. cit., p. ９９：從此以後受胎藏之梵字儀軌 學諸尊之瑜伽觀智．
２４）“bra¯hmı¯ lipi”は「ヴェーダ賛歌〔を書きとめるため〕の文字」という意味である


































































３６）渡辺・宮坂，op. cit., p. ７８．
３７）注２参照。











































































・ ・ ・ ・
文献がサンスクリットで残っていて，その冒頭に “idi vidi kidi hidi”で始まる呪














と［idi bidi kidi kidi］となり，日本語音韻体系の限界内で原型を保持している




























a¯ditah prayunkte. mangala¯dı¯ni hi sa¯stra¯ni prathante. vı¯rapurusaka¯ni ca
・ ・ ・











５２）Junar 碑文（Indian Antiquary，３６，p. １１７），Mahad 碑文（Hultzsch，Cor-
pus Inscriptionum Indicarum，３），Kud碑文（Epigraphia Indica，１２，p. ２），
Karle碑文（Archeological Survey of India，Annual Report，１９０８－１９０９，p.１２６），
Shelarwadi 碑文（Epigraphia Indica，７，p. ９３），Nasik 碑文（Epigraphia In-
dica，２０，p. ７２）．
スヴァスティカ（svastika ）など記号の使用は，サータヴァーハナ王クリシュ
ナ治世（紀元前後）の Nasik 碑文に初めて現れる（Epigraphia Indica，７，p.
９３）。
５３）R. B. Pandey，Indian Palaeography . Varanasi，１９５７，pp. １５０－１５１．
５４）さて， “siddhir astu” という表現形式が見られるのは，シャクティヴァルマンの
Ragolu 銘文の冒頭（Hultzsh，“Ragolu Plates of Saktivarman，” Epigraphia
Indica，１２，pp. １－２）やクマーラグプタ２世の Mandasor 碑文の末尾（Fleet，
Corpus Inscriptionum Indicarum，３，No．１８）などである。


































調音位置が不定で閉鎖が不完全な鼻音である（Nobuhiko Kobayasi， “The Taittirı¯-
´yapra¯tisa¯khya on Anusva¯ra，”『密教文化』，１６１，pp. １１２－１０３）。
・ ・
６１）Patañjali，op. cit., １，p. ３６７（ad su¯．２．１．１，vt．９）：a¯khya¯tam sa¯vyayam
・
´
・・ ・ ・ ・






























































































６８）『請来目録』，『弘全』，１，pp. ９０－９１：釋教者也本乎印度 西域東埀風範天隔 言語
異楚夏之韻 文字非篆隷體 是故待彼翻譯乃酌清風 然猶眞言幽邃字字義深 隋音改義
























































































サンスクリト・テキストの断片が敦煌で発見されている（M. Lalou， “Notes à pro-
pos d’ une amulette de Touen Houen，les litanies de Ta¯ra¯ et la Sita¯tapatra¯dha¯-
・
ranı¯，” Mélanges Chinois et Buddhiques, ４，１９３６，pp. １３５－１４９）。また，ウィグ
ル訳も発見されている（F. W. K. Müller， “Uigurica，” ２，Abhandlungen der
Berliner Akademie der Wissenshaften，１９１１，p. ２７ff．）。
８２）サンスクリット・テキストは岩本裕が校訂している（Yutaka Iwamoto，Kleine
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次のようになっている。安然，op. cit., loc. cit., c．１１：去聲稍引
loc. cit., c．５：帯第一轉音 入聲呼之（〔ka，khaなど〕第１グループの音の音を含
・ ・ ・
んで，〔開放のない閉鎖音で終わる〕短い声調で発音せよ）．これは kah，khah，gah，
・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・
ghah，cah，chah，jah，jhah， tah， thah， dah， dhah，tah，thah，dah，
空海のサンスクリット学習
－１８５－
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
´

















































ている（R. Tatan，Histoire général des sciences，１９５７，p. ４８２；J. Needham，



















































ある（注８７ Shinichi Tsuda，A Critical Tantrism，Memoires of the Research De-











































´るために動くものを「器官」（karana）と言う。例えば，cや s や yが発音される場
合，「器官」は舌の中央（jihva¯－madhya）であり，「場所」は口蓋（ta¯lu）である。
また，t や s や lが発音される場合，「器官」は舌の先であり，「場所」は〔上〕歯の根
元（danta－mu¯la）である。
「母音 a は口の外に場所がある」と言われ，「〔 aが発音される場合は〕口全体が場
・ ・





















































『釋摩訶衍論』，『大正』，３２，p. ６０６，a：名有二種 云何爲二 一者字字名 二者字影
桃山学院大学人間科学 No. 37
－１９０－


































































１１０）空海，『聲字實相義』，『大正』，１，p. ５２２：由聲有字 字則聲之字 依主得名：聲
に由りて字あり。字は即ち聲の字なり。依主〔釋〕に名を得。



















１１３）空海，op. cit., loc. cit.：若謂聲必有字 聲即能有 字即所有能有字財即有財得名：
もし「聲は必ず字を有す。聲は即ち能有，よく字の財を有す」と謂はば，即ち有財
に名を得。












１１６）空海，op. cit., loc. cit.：若言聲外無字 字即聲 持業釋：もし「聲の外に字なし。
字は即ち聲なり」と言はば，持業釋なり。




















１２１）空海，op. cit., loc. cit.：若!聲字仮而不及理實相幽寂而絶名 聲字與實相異 聲





























中国で bahuvrı¯hi を「有財釋」と訳したのは，よく見られる例 “bahu－dhanah
・・
〔purusah〕”（財産の多い〔男〕）を念頭に置いたものであろう。この場合，確かに財
・・・ ・ ・ ・
産は男の所有対象である。しかしながら， “drsta－gajah〔simhah〕”（象を見た〔ラ
イオン〕〔a lion by whom〕an elephant was seen）の場合は，ライオンが象を所有
するわけではない。
・


























scrite，１９６８，p. ８２：La composition nominale ― c’est－à－dire le groupement en
































































































































































































































































































ひ みつまん だ ら きょうふほうでん
空海『秘密曼荼羅教附法傳』 大日から惠果に至る密教伝承の解説
しょうらいもくろく
空海『請來目録』 中国で入手した文献の目録と留学成果報告
ぼん じ しったんじぼならびにしゃくぎ
空海『梵字悉曇字母并釋義』 文字象徴用インド文字の列挙と解説
しょうじじっそう ぎ
空海『聲字實相義』 音声記号と文字記号を中心にした象徴論
へんじょうほっきしょうりょうしゅう
『遍照發揮性靈集』 眞濟が編纂した空海の文集
〔かつて説話・伝承学会で公開講演を行った際に，ゼロックス版の説明書を
全員に配ったが（１９８９年４月２９日 関西外国語大学），今まで公刊する機会がな
かったので，ここに「雑報」として発表する。〕
御質問または御反論がありましたら歓迎しますので，下記に御連絡下さい。
６１５－０９２５京都市右京区梅津大縄場町６－６－３－１１０８小林信彦
空海のサンスクリット学習
－２０３－
